
㊨
着
案
第
四
十
七
号

専
決
処
分
.
に
　
つ
　
い
　
て
,

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
哀
に
よ
り
､
別
萩
の
と

1

■

お
り
専
決
処
分
を
し
た
の
で
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
'
こ
れ
を
本
義
会
に
報
告
し
て
森
羅
を
求
め

る
｡

昭
和
五
十
九
年
四
月
十
七
日

三

　

朝

　

町

　

長

松

　

　

村

.

　

喬

　

　

成

宅

急

九

年

買

望

月

　

永

'
･
･
･
i
.
,
i
･
.

三
朝
町
韓
食
親
長
名
蒐
典
由

.

J

･

･

　

　

･

J
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専

決

第

　

二

　

号

専
決
　
処
分
書

地
方
自
治
法
(
酔
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
百
七
十
九
条
■
第
一
嶺
の
規
定
に
ょ
り
'
三
朝
町
国
民

健
康
保
敷
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
,
次
の
と
お
り
専
決
処
分
を
す
る
｡

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
.
t
E

三

　

朝

　

町

　

長

松

　

ノ

　

村

　

　

喬

　

　

成



三
朝
町
条
例
第
　
十
一
号

三
朝
町
国
民
健
康
廃
除
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

4

'

三
朝
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
(
昭
凧
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
甫
十
九
号
)
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改
元

す
る
｡

窮
二
条
た
だ
し
書
中
　
｢
二
十
八
万
円
｣
を
　
｢
三
十
五
万
円
｣
　
に
改
め
る
0

第
九
条
第
二
項
中
｢
消
滅
し
た
日
｣
の
下
に
･
｢
(
国
民
健
康
保
険
法
(
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二

号
)
第
六
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
納
税
義
務
が
消
滅
し
た
場
合

に

お

い

て

,

そ

の

消

滅

し

た

日

が

月

の

初

日

で

あ

る

と

き

は

'

そ

の

前

日

)

｣

を

加

え

'

同

条

第

四

項

中

｢

日
の
属
す
る
月
一
を
｢
日
(
包
民
賂
康
探
険
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
J
)
に
ょ
り
1
遍
世
帯
主
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
二
項
世
帯
主
と
な
っ
た
日
が
月
の
初
日
で
あ
る

と

き

は

,

そ

の

前

日

)

の

属

す

る

月

l

に

改

め

,

同

条

第

六

項

中

｢

日

の

属

す

各

月

｣

を

/

r

日

(

国

民

健

康

保
険
法
第
六
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
に
お
い
て
'
当
該
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
日
が
月
の
初
t
E
･
で
あ
る
と
き
は
､
そ
の
前
日
)
の
属
す
る

月
｣
　
に
敵
め
る
｡



ヽ

窮

九

条

の

二

第

｢

項

中

｢

か

ら

第

二

項

｣

を

｢

か

ら

同

条

第

二

項

｣

に

改

め

る

0

∫

東
十
条
中
｢
二
十
八
万
円
｣
を
｢
三
十
五
万
円
｣
に
改
め
,
同
条
第
二
号
中
｢
十
八
万
五
千
円
｣
を
｢

十
九
万
円
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
六
項
中
｢
昭
和
五
十
九
年
度
｣
を
｢
昭
和
六
十
四
年
度
｣
催
攻
め
る
t
.

附
則
第
八
項
の
見
出
し
を
｢
(
昭
和
五
十
九
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
の
特
例
)
｣
に
改
め
,
同

項
中
｢
昭
和
五
十
八
年
度
分
｣
を
｢
周
和
-
J
l
f
年
度
分
｣
に
,
｢
二
十
-
円
｣
を
｢
二
十
六
万
円
｣
に

改
め
､
同
項
を
附
則
第
九
項
と
L
t
附
則
寮
七
項
の
次
に
次
の
1
項
を
加
え
る
｡

(
昭
和
五
十
九
年
度
分
の
包
民
健
康
保
険
線
の
算
定
の
特
例
)

b
o
　
昭
.
和
五
十
九
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
限
｡
,
慕
.
1
1
1
条
第
1
項
及
び
窮
九
条
の
二
第
蒜
の
規
定

の
適
E
F
F
に
つ
い
て
は
'
第
三
条
竺
項
中
｢
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
､
に
よ
る
控
除
＼
を
し
た
｣

と
あ
る
の
は
｢
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
二
項
及
び
個
人
の
住
民
税
に
係
る
地
方
税
法
の
塩
時
特
例
に
関

す
る
法
律
(
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
六
↑
八
号
)
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
J
i
っ
て
控
除
す
べ
き
基
礎
建

ノ
除
額
を
控
除
し
た
｣
と
'
第
九
条
の
二
第
一
項
中
｢
同
条
第
二
項
の
規
･
定
に
よ
る
控
除
し
た
｣
と
あ
る
の

は
｢
同
条
･
#
1
亮
及
び
個
人
の
住
民
税
に
係
る
地
方
税
法
の
播
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の

T
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規
定
に
よ
っ
て
控
除
す
べ
き
基
礎
控
除
頑
を
控
除
し
た
｣
と
す
る
｡

附

､

剥

(
施
行
期
日
)

こ
げ
条
例
は
∵
甲
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
'
三
朝
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

附
則
第
六
項
の
改
正
規
定
は
'
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
適
詞
区
分
)

改
正
後
の
三
朝
町
国
革
健
康
操
険
税
条
例
撃
妄
･
窮
九
条
第
二
喚
'
第
四
項
友
び
東
六
項
並
び
L
i
第
-

十
条
の
規
定
は
,
昭
和
五
十
九
年
度
以
後
め
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
頚
L
t
昭
和
五
十

八
年
度
分
ま
で
の
国
民
建
衷
保
険
税
に
つ
い
で
は
'
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
｡

改
正
前
の
三
朝
町
国
東
健
康
保
倹
税
条
例
附
則
第
八
項
の
鹿
定
に
よ
り
読
み
啓
え
､
て
適
用
さ
れ
る
同
条

例
窮
十
条
の
規
定
に
よ
る
惜
和
五
十
八
年
度
分
の
国
民
健
康
陳
険
税
の
減
額
に
つ
い
で
は
'
な
お
従
前
の

例
＼
忙
よ
る
｡


